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熊
本
県
交
通
安
全
推
進
連
盟
の
定
時
総

会
が
６
月
５
日
、
熊
本
テ
ル
サ
で
開
催
さ

れ
、
交
通
指
導
員
の
緒
方
秋
生
さ
ん（
杉

並
台
）が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
交
通
指
導
員
は
、
町
内
の
通
学
路
で
地

域
の
皆
さ
ん
の
交
通
安
全
の
見
守
り
や
街

頭
指
導
、
小
学
校
で
の
交
通
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
緒
方
さ
ん
は
「
菊
陽
町
の
交
通
事
故
が

１
件
で
も
な
く
な
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

交
通
指
導
員
の
活
動
に
尽
力
し
ま
す
」
と

力
を
込
め
て
話
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
の
見
守
り
人

熊
本
県
交
通
安
全
推
進
連
盟
の
定
時
総
会

▲交通指導員を15年勤める緒方秋生さん

　

町
と
㈱
ゼ
ン
リ
ン
は
７
月
３
日
、「
菊

陽
町
総
合
防
災
マ
ッ
プ
」
の
協
働
発
行
の

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
マ
ッ
プ
に
は
、
町
内
全
域
の
水
害
・
土

砂
災
害
の
危
険
箇
所
や
避
難
場
所
、
不
審

者
発
生
な
ど
の
防
犯
情
報
、
交
通
事
故
多

発
地
点
な
ど
を
掲
載
。
町
内
全
世
帯
へ
10

月
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。
後
藤
三
雄
町

長
は
「
よ
り
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
る
」
と
期
待
を
込
め
、
同
社
の
松

田
直
樹
部
長
は
「
町
と
町
民
を
つ
な
ぐ

ツ
ー
ル
に
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

県
内
初
！
ゼ
ン
リ
ン
と
防
災
マ
ッ
プ
作
成

菊
陽
町
総
合
防
災
マ
ッ
プ
を
協
働
発
行

▲（左から）後藤三雄町長、松田直樹部長、立会人の布
田悟商工会会長

　
菊
陽
町
に
創
立
さ
れ
て
か
ら
10
周
年
を

迎
え
た
富
士
フ
イ
ル
ム
九
州
㈱（
鈴
木
直

明
社
長
）が
６
月
10
日
、
同
社
で
記
念
式

典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
富
士
フ
イ
ル
ム
㈱
の
古
森

重
隆
代
表
取
締
役
会
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
や
蒲
島
郁

夫
県
知
事
、
後
藤
三
雄
町
長
な
ど
が
出
席
。

鈴
木
社
長
は
「
今
後
の
発
展
の
方
向
性
を

明
確
に
し
、
地
域
貢
献
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

後
藤
三
雄
町
長
は
「
自
然
に
配
慮
し
、
地

域
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
御
社
と
今

後
も
共
に
発
展
し
て
い
き
た
い
」
と
期
待

を
込
め
ま
し
た
。

現
場
力
の
向
上
を
目
指
す

富
士
フ
イ
ル
ム
九
州
㈱
創
立
10
周
年

 

古
森
会
長
は
当
時
を
振
り
返
り
「
日
本

中
を
探
し
、
水
が
き
れ
い
で
海
外
取
引
に

も
優
位
性
を
持
つ
菊
陽
町
に
設
立
を
決
断

し
た
。
迅
速
な
行
政
対
応
に
よ
る
短
期
間

の
着
工
で
、
現
在
、
フ
ジ
タ
ッ
ク
は
基
幹

製
品
と
な
っ
た
。
経
営
者
の
か
じ
取
り
、

潤
沢
な
資
金
確
保
、
新
し
い
物
へ
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
を
基
軸
に
、
さ
ら
に
同
社
の

現
場
力
を
高
め
、
良
い
物
を
作
っ
て
い
き

た
い
」
と
強
調
。
出
席
者
か
ら
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
式
典
後
、
構
内
に
記
念
樹
「
春
め
き
桜
」

を
植
樹
。
来
春
の
さ
く
ら
祭
り
の
こ
ろ
に

は
記
念
樹
も
花
を
咲
か
せ
る
で
し
ょ
う
。

１

２

１ 祝いの言葉を述べる後藤三雄
町長　２ 創立10周年を記念し、
あいさつする古森重隆代表取締役
会長ＣＥＯ　３ 式典後、記念樹
「春めき桜」を植樹

３

　

菊
陽
町
と
㈱
名
古
屋
精
密
金
型（
渡
邊

幸
男
社
長
）は
６
月
26
日
、
熊
本
県
庁
で

県
立
ち
会
い
の
も
と
企
業
立
地
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。
同
社
は
昭
和
60
年
に
本
町

に
熊
本
工
場
を
建
設
し
て
以
来
、
30
年
間

自
動
車
用
の
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
を
中
心
と
し

た
金
型
を
製
作
。
海
外
展
開
も
行
う
な
ど
、

先
進
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
渡
邊
社
長
は
「
中
国
や
ア
メ
リ
カ
で
作

ら
れ
る
車
に
も
、
自
社
の
金
型
が
使
わ
れ

る
と
い
う
夢
に
向
け
て
、
今
後
も
経
営
努

力
を
行
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

夢
に
向
け
た
経
営
努
力

㈱
名
古
屋
精
密
金
型
と
立
地
協
定
締
結

▲握手を交わす（左から）後藤三雄町長、渡邊幸男社長、
髙口義幸部長

　
町
と
尚
絅
大
学
・
尚
絅
大
学
短
期
大
学

部
は
６
月
26
日
、
菊
陽
町
役
場
で
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
同
大
学
は
本

町
に
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
、
附
属
幼
稚
園
が

立
地
。
幼
児
教
育
の
活
動
を
行
い
、
地
域

と
連
携
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
、
子
育
て

や
健
康
、
食
な
ど
幅
広
い
分
野
で
互
い
に

協
力
し
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
後
藤
三
雄
町
長
は
「
県
内
唯

一
の
女
子
大
と
し
て
、
女
性
目
線
で
ま
ち

づ
く
り
や
子
育
て
支
援
な
ど
の
課
題
解
決

を
お
願
い
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

菊
陽
町
が
第
１
号
！
子
育
て
や
健
康
、
食
分
野
で
連
携

尚
絅
大
学
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

▲尚絅大の森正人学長（前列左から２人目）と後藤三雄
町長（同３人目）

　
～
明
る
く
住
み
よ
い
社
会
を
め
ざ
す
～

青
少
年
の
つ
ど
い
を
７
月
４
日
に
図
書
館

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
関
係
団
体
や

町
民
な
ど
約
５
０
０
人
が
参
加
し
、
盛
大

に
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
犯
罪

の
な
い
安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
を
築
く

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
推
進
大
会
」

と
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
指
す
「
青

少
年
の
つ
ど
い
」
と
の
合
同
開
催
で
す
。

　
大
会
は
菊
陽
中
学
校
合
唱
部
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
開
幕
。
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
の
啓
発
ビ
デ
オ
上
映
で
は
、

罪
を
犯
し
た
人
の
立
ち
直
り
を
地
域
で
支

え
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の

地
域
の
力
で
社
会
を
明
る
く

～
明
る
く
住
み
よ
い
社
会
を
め
ざ
す
～
青
少
年
の
つ
ど
い

後
、
小
中
学
生
が
「
私
の
夢
と
地
域
と
の

関
わ
り
」
を
テ
ー
マ
に
将
来
の
進
路
や
地

域
へ
の
感
謝
、
社
会
へ
の
思
い
を
語
り
ま

し
た
。
記
念
講
演
で
は
、
更
生
保
護
法
人

熊
本
県
更
生
保
護
協
会
理
事
長
の
米
満
弘

之
さ
ん
が
「
生
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た
、

生
き
て
い
て
よ
か
っ
た
、
ま
だ
長
生
き
し

た
い
」
と
題
し
「
差
別
は
あ
ら
ゆ
る
人
の

心
に
あ
る
が
人
は
み
ん
な
同
じ
。
社
会
の

仲
間
と
し
て
温
か
く
受
け
入
れ
る
こ
と
が

大
事
」
と
講
演
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
大
会
を
通
し
て
、
家
族
や
地

域
で
「
支
え
合
う
心
」
の
大
切
さ
に
つ
い

て
あ
ら
た
め
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

１ 中部小６年の友井寧音さん
は「おかえり」の一言から地域
の大切さ、感謝に気付いたこと
を発表した　２ 菊陽中合唱部
23人は美しいハーモニーを披
露した　３ 米満弘之さんは「地
域こそ生きがいの根本」と話す

１

２

３


